























TAKIGUCHI Masaru： The Inﬂuence of Keidanren and Other Financial and Business Community on English 






































































































年 会長名 所属 副会長名 所属 数 財
2003 鳥居　康彦 慶応大学顧問 茂木友三郎 キッコーマン株式会社会長 28 5
木村　　孟 大学評価・学位授与機構長
2005 鳥居　康彦 慶応大学顧問 茂木友三郎 キッコーマン株式会社会長 28 4
木村　　孟 大学評価・学位授与機構長
2007 山崎　正和 劇作家 三村　明夫 経団連副会長 30 4
梶田　叡一 兵庫教育大学長
2009 三村　明夫 経団連副会長 安西祐一郎 慶應義塾長 30 5
梶田　叡一 兵庫教育大学長
2011 三村　明夫 経団連副会長 安西祐一郎 慶應義塾長 30 5
小川　正人 放送大学教養学部教授














































































































































































高等学校卒業段階：英検準 2 級程度～ 2 級程度以上）を達成した中高校生の割合を50％
にすること，卒業時の英語力の到達目標（例：TOEFL iBT80点）を設定する大学の数及
びそれを満たす学生の増加，卒業時における単位取得を伴う海外留学経験者数を設定す















関係は 6 人，知事・市長が 4 人，大学・研究関係が 7 人，小学校 1 人，中学校 1 人，教


















　なおこの有識者会議には座長も含めて大学教員が 4 名，中学校長 1 名，高校長 1 名，







す教育目標・内容の改善」（改革 1 ），「学校における指導と評価の改善」（改革 2 ），「高
等学校・大学の英語力の評価及び入学者選抜の改善」（改革 3 ），「教科書・教材の充実」























































する」，「教育政策推進のための基盤を整備する」の 5 つを柱に，その 2 番目「社会の持
続的な発展を牽引するための多様な力を育成する」として「目標（ 7 ）グローバルに活
躍する人材の育成」を掲げ，具体的な測定指標として，以下を掲げている。
・ 英語力について，中学校卒業段階でCEFRのA 1 レベル相当（英検 3 級等）以上，高





































・江利川春雄 2018 日本の外国語教育政策史 ひつじ書房
・ 大津由紀雄 2014 母語と切り離された外国語教育は失敗する「英語教育は何のため？」ひつじ
書房　
・久保田竜子 2018 英語教育幻想 ちくま書房
・自由民主党教育再生実行本部 2013 成長戦略に資するグローバル人材育成部会提言
・施光恒 2015 英語化は愚民化 集英社
・瀧口優 2006 「特区」に見る小学校英語 三友社出版
・内閣官房教育再生実行会議担当室 2013 教育再生実行会議第 ７ 回議事録















・文部科学省2011 国際共通語としての英語力の向上のための 5 つの提言と具体的施策
・文部科学省2013 第Ⅱ期教育振興基本計画
・ 文部科学省有識者会議 2014 今後の英語教育の改善・充実方策について報告－グローバル化
に対応した英語教育改革 5 つの提言
・文部科学省中央教育審議会 2016 中央教育審議会答申 
・文部科学省（中央教育審議会） 2018 第Ⅲ期教育振興基本計画
・ 山田雄司，青田庄真 2015 日本の国会における英語教育政策過程－時代区分・アクタ ・ー特徴
語－ 関東甲信越英語教育学会紀要29巻
・臨時教育審議会 1986教育改革に関する第二次答申

